





















































































































































































































































































































8,600 8,370 8,000 7.660



































































































































































































































































大幅に上回り， このうち，輸入品は13万495t (同21.1%増） と前年同月を大幅に上回る。ただし推定出回






























































































































































































































































































































































































































現年齢 役職名 続柄 担当 業務内容 農業経験
A 89 会長 創業者 70
B 88 理事 A氏の妻 69
C 63 代表理事 A氏の長男 経営全般管理 肉牛の導入他 45
， 65 理事 A氏の長女 財務･会計・電算･廠務 43
E 62 理事 C氏の妻 環境美化担当 37
F 41 C氏の長男 農場長 肉牛の導入･飼養･出荷、牧草符理 19




































法人所有地 うち借入地 うち構成員 例外 計
2008年







農用地 Za97E 54,575 39，538 Z5iO37 73,551 4易903 39,538 39,538 83,441 Z5aOOO 9,890 66,559
山林 1,693 2,475 2，475 4，168 1，693 2,475 2,475 4,168 5,866 0 1,698
施設用地 11,245 8,933 8,933 20,178 25,344 8,933 8，933 34,277 ィ易“0 14,099 10,723
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